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(号外第 144号 )

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御
　
璽

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

政
令
第
二
百
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令

内
閣
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律

第
二
十
三
号
）
附
則
第

一
条
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月

一
日
と
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
　
大
畠
　
土早
宏

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
二
十
三
年
七
月

一
日

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

政
令
第
Ｉ
百
七
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律

第
二
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
五
年
法
律

第
百
三
十
六
号
）
第
二
条
第
十
六
号
及
び
第
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
の
八
第

一
項
第
二
号
中

「次
条
第

一
項
第
二
号
」
の
下
に

「、
第

一
条
の
十
」
を
加
え
る
。

第

一
条
の
十
五
を
第

一
条
の
十
六
と
し
、
第

一
条
の
十
四
を
第

一
条
の
十
五
と
し
、
第

一
条
の
十
三
を
第

一
条
の
十

四
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第

一
条
の
十
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中

「第

一
条
の
十
四
」
を

「第

一
条
の
十
五
」
に
改
め
、
同

条
を
第

一
条
の
十
三
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
尺
第

一
議
定
書
締
約
国
間
に
お
け
る
未
査
定
液
体
物
質
の
輸

送
ど
を
付
す
る
。

第

一
条
の
十

一
を
第

一
条
の
十
二
と
し
、
第

一
条
の
十
を
第

一
条
の
十

一
と
し
、
第

一
条
の
九
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（油
が
水
温
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
に
よ
り
滞
留
す
る
こ
と
に
よ
る
汚
染
を
特
に
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
海
域
）

第

一
条
の
十
　
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
海
域
は
、
南
極
海
域
と
す
る
。

別
表
第

一
の
四
第
二
十
三
号
イ
中

「六
十

一
度
」
を

「六
十
度
」
に
改
め
る
。

別
表
第

一
の
六
中

「第

一
条
の
十
、
第

一
条
の
十

一
」
を

「第

一
条
の
十

一
、
第

一
条
の
十
二
」
に
改
め
る
。

別
表
第

一
の
七
中

「第

一
条
の
十
」
を

「第

一
条
の
十

一
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
　
大
畠

内
閣
総
理
大
臣
　
菅

薬
事
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

菫

平
成
二
十
三
年
七
月

一
日

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

政
令
第
二
百
八
号

薬
事
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

薬
事
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中
第
百
十
三
号
を
第
百
十
四
号
と
し
、
第
八
十
七
号
か
ら
第
百
十
二
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

八
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
十
七
　
Ｎ
Ｉ
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ー
′Ｎ
Ｉ
フ
エ
ニ
ル
オ
ク
タ
ン
ジ
ア
ミ
ド

（別
名
ボ
リ
ノ
ス
タ
ツ
ト
）
及
び
そ
の
製
剤

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川

律
夫

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御
　
菫

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

政
令
第
二
百
九
号

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
児
童
福
祉
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
四
条
の
六
第

二
項
及
び
第
二
十
四
条
の
二
十
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
書
、
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
十

一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
第
二
項
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九

条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
五
十
八
条
第
三
項
第

一
号
た
だ
し
書

（同
法
第
七
十
条
第
二
項
及
び
第
七
十

一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
第
七
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

直 章
人 宏
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一第」嘲』軸『嗜鰤“』］中卿ｒ詢柱
一第」細一嘲跛
（す賜動
「設臨腑棘難辮雌「誨』うっ改げＷ厳〓廿〓特嗽

し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て

響動に計に時
（法碑精鈍針帽ｒ麟を一肇嚇↑噸雄嘲散一

首
自
立
支
援
法
施
行
令

（平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
十

百

（第
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て

「特
定
支
給
決

眠
る
。）が
手
当
金
等
の
交
付
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。）
の
う

０
手
当
金
等
の
交
付
を
含
む
。）
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
の

同
に
あ
る
者

（次
項
に
お
い
て

「
口
蹄
疫
特
例
措
置
対
象
施

硝
蚊
鋼製
甚
舗
醜
訛航
藤
望
討
絲

じ
第
二
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
額
が
、
そ
れ
ぞ

９
る
指
定
施
設
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
あ
つ
た
月
の

一
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1 5 報

０
内
閣
府
令
第
二
十

一
号

内
閣
府
本
府
組
織
令

（平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
総

合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則

（平
成
十
二
年
内
閣
府
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中

「う
ち
石
油
」
の
下
に

「及
び
可
燃

性
天
然
ガ
ス
」
を
加
え
、
「石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を
「非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
十

一
号
中

「記
名
国
債
証
券
の
交
付
」

を

「国
債
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中

「第
二
十
二
条

及
び
」
を

「第
二
十
二
条
、」
に
改
め
、
「第
十
七
条
」
の
下

に

「及
び
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関

す
る
特
別
措
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
百
三
十

一
号
）

第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
、
「第
三
十
四
条
第
二

項
」
の
下
に

「、
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革

新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
十
三
条
の
二
第

一
項
」
を

加
え
る
。

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
七
十
日こ

の
施
行

の
日

（平
成
二
十
三
年
七
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

Ｏ
内
閣
府
令
第
二
十
二
号

金
融
庁
設
置
法

（平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
及
び

金
融
庁
組
織
令

（平
成
十
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
を

実
施
す
る
た
め
、
金
融
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月

一
日
内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

金
融
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

．金
融
庁
組
織
規
則
（平
成
十
年
総
理
府
令
第
八
十

一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
第

一
項
中

「審
判
手
続
室
」
を

「国
際
室
」
に
、

「二
人
」
を

「
二
人
」
に
改
め
、
「人
事
調
査
官
一
人
」
の

下
に

「、
監
査
専
門
官

一
人
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４
　
国
際
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一　
金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
関
係
事
務
に
関

す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進

に
関
す
る
こ
と
。

一
一　
金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
機
関
、
国
際
会

議
そ
の
他
の
国
際
的
な
枠
組
み
並
び
に
外
国
の
行
政

機
関
及
び
団
体
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ

じ
こ

。

〓
一　
金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る

事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

（介
護
保
険
法
施
行
令
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

三
条
　
第
二
条
第

一
項
の
規
定
は
、
介
護
保
険
法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
あ
っ
た
月
が
平
成

二
十
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
保
険
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

の
あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
に
つ
い
て
適
用
す

る

．（障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

四
条
　
第
二
条
第

一
項
の
規
定
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
負
担
上
限
月
額
及
び
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

算
定
基
準
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
自
立
支
援
医
療
の
あ
っ

た
月
が
平
成
二
十
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
負
担
上
限
月
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
第
四
十
二
条
の
四
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
定
療

養
介
護
医
療
等
の
あ
っ
た
Ｉ
が
平
成
二
十
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
負
担
上
限
月
額
及
び
同
条
第
二
項
第

一

号
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
二
ま
で
に
定
め
る
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
補
装
具
の
購
入
又
は
修
理
の

あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
三
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
　
細
川

律
夫

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
一日
人
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旧
薬
事
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（平
成
二
十

一
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令

第
一
口こ

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
の
二
第
六
号
中
６２８
を
６３３
と
し
ヽ

そ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
いえ
る
。

ビ
ス

｛五
１
メ
ト
キ
シ
ー
ニ
ー
穴
Ｓ
）

そ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

的
　
（Ｎ
ｏＮ
‐
ビ
ス
｛二
―
［ビ
ス
（カ
ル
ボ
キ
シ
メ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
エチ
ル
｝
グ
リ
シ
ナ
ト
（五
―
ビ
亜

鉛
酸

（三
―
）
三
ナ
ト
リ
ウ
ム

（別
名
ベ
ン
テ
ト
酸
亜
鉛
三
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
及
び
そ
の
製
剤

（Ｎ

・
Ｎ
Ｉ
ビ
ス

［ビ

・
ス

（カ
ル
ボ
キ
シ
メ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
エ
チ
ル
｝
グ
リ
シ
ナ
ト

（五
―
ビ
カ

ル
シ
ウ
ム
酸

（三
―
）
三
ナ
ト
リ
ウ
ム

（別
名
ベ
ン
テ
ト
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
三
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
及
び
そ
の
製
剤

２６６
を
２６７
と
し
ヽ
そ
の
次
に
次
の

Ｈ
Ｉ
イ
ン
デ
ン
ー
ニ
ー
イ
ル
）

(号外第 144号 )

層リ

露 の メ
(4 6 8 )(460)

別
表
第

一
の
二
第
六
〓
中
的
を
切
と
し
、
的
か
ら
ｍ
ま
で
を
い
か
ら
⑤
ま
で
と
し
、

よ
う
に
加
え
る
。

的
　
五
―
六
一
Ｒ
）
―
二
―
【
五
・
六
―
ジ
エ
チ
ル
ー
ニ
・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ
ー
一

クな″ｒロ
ノレ．「鷺げ和叫牌類ェけ製ノレＦ「獄一砒
一ド個口軒ｐ隣ν刊レ「に二（―一剤ｒ
。―材Ｐジ（珊銘属Ｐ

二
・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ
ー

一
Ｈ
Ｉ
イ
ン
デ
ン
ー
ニ
ー
“
つ
ｒ
け
ぼ
”
Ｆ
相
含一
引
彙
絆
輌
叫
シ
ェ
チ
リ
｝
‐
八
ｌ
ｔ

ド
ロ
キ
シ
キ
ノ
リ
ン
ー
ニ

（
一
Ｈ
）
―
オ
ン
と
し
７

別
表

′第

一
ら
二
第
六
号
中
的
を
的
と
し
、
ω
が
ら
帥
ま
で
を
０
カ、
ら
の
ま
で
と
し
、ω
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

①
　
八
―
買
三
Ｒ
）
―
三
―
ア
ミ
ノ
ピ
ベ
リ
ジ
ン
ー
一
―
イ
ル
］
―
七
―

（ブ
タ
ー
ニ
ー
イ
ン
ー
一
―
イ
ル
）
―

三
―
メ
チ
ル
ー

一
―
宍
四
―
メ
チ
ル
キ
ナ
ゾ
リ
ン
…
ニ
ー
イ
ル
）
メ
チ
ル
］
―
三
・
七
―
ジ
ヒ
ド
ロ
ー
一
Ｈ
Ｉ

膨リルーニ
・六―ザオン
（別名リナグリツチン）及びその製剤

に
Ю
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囀”“［』
一睾審［　】『̈
一

平
成
二
十
三
年
七
月

一
日

厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
省
令

第
一勅護醐雛議獅脳財者一
（条̈
証麟険．瀬
（の専雌鳩『潜街籍酸動協理拗犠嚇硼
「険漏躊詢疇剛ご第四十
一条

第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
二
年
六
月

四

メ
ト
キ
シ
|

五
|
ジ
メ
チ
ル
ピ
リ
ジ
ン
|

|
イ
ル

(464)
か
ら
(627)
ま
で
を
(469)
か
ら
(632)
ま
で
と
し

(463)
を
(467)
と
し

一 塩 タ
の 類 ン

(7)墨盈
(T)剤上

息)民
(3■

|
:ι

フ
ゾ
l
ル
X

そ

３
　
要
介
護
旧
措
置
入
所
者

（介
護
保
険
法
施
行
法

（

第
二
条

前
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
認
定
を
受
け
よ
う
と

一　
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

一
四
　
前
号
の
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老

一五
　
被
保
険
者
証
の
番
号

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第

一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

・を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
前
項
第

一
号
に
掲
げ

l  i    :
認し町 日 け場   鱈曇  婁拝言軍里言童炉 畢蕉澱二言要基r 霊墨1昼曇夢墨墨据可≡す な 村    て 合

二    =二   ==  二        : 言    ヨ     __      ~
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３
　
第

一
項
の
申
請
は
、
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
市
町
村
が
第

一
項
の
申
請
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
は
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
六
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
と
み
な
し
、
同
項
か
ら
同
条
第
十
項
ま
で
、
第
八
十
三
条
の
七
及
び
第
八
十
三
条
の
八
の
規
定
を
適
用

す
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

不
動
産
登
記
令

（平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
）
第
七
条
第
二
項
並
び
に
船
舶
登
記
令

（平
成
十
七
年
政
令
第

十

一
号
）
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
所
管
の
不
動
産
の
登
記
並
び

に
船
舶
の
登
記
及
び
登
録
の
嘱
託
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
大
臣
　
大
畠
　
土早
宏

国
土
交
通
省
所
管
の
不
動
産
の
登
記
並
び
に
船
舶
の
登
記
及
び
登
録
の
嘱
託
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

総
理
府

国
土
交
通
省
所
管
の
不
動
嵯
の
登
記
並
び
に
船
舶
の
登
記
及
び
登
録
の
嘱
託
に
関
す
る
省
令

（平
成
十
二
年
塵
諭
舘

令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「都
市

・
地
域
整
備
局
長
」
を

「国
土
政
策
局
長
」
に
、
「自
動
車
交
通
局
長
」
を

「自
動
車
局
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

Ｏ
国
土
交
通
省
令
第
五
十
号

国
土
交
通
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
百
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
国
土
交
通
省
設
置
法
及
び
国
土
交

通
省
組
織
令

（平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
大
臣
　
大
畠
　
土早
宏

国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
土
交
通
省
組
織
規
則

（平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「国
土
計
画
局
」
を

「国
土
政
策
局
」
に
、
「土
地

・
水
資
源
局
」
を

「土
地

ｏ
建
設
産
業
局
」
に
、
「第
四
十

三
条
の
一
ご
を

「第
四
十
三
条
の
四
」
に
、
「都
市

・
地
域
整
備
局
」
を

「都
市
局
」
に
、
「河
川
局
」
を

「水
管
理
・
国

土
保
全
局
」
に
、
「自
動
車
交
通
局
」
を

「自
動
車
局
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第

一
項
中

「並
び
に
企
画
調
整
官
及
び
総
務
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を

「、
企
画
調
整
官
九
人
及
び
総
務
調
整

官
」
に
改
め
る
。　
　
　
　
　
・

第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
中

「都
市

・
地
域
整
備
局
、
河
川
局
」
を

「都
市
局
、
水
管
理
・
国
土
保
全
局
一に
改
め
、

「総
合
政
策
局
」
の
下
に

「及
び
土
地

・
建
設
産
業
局
」
を
加
え
る
。

第
十

一
条
の
二
の
見
出
し
中

「及
び
運
輸
安
全
調
査
官
」
を

「、
運
輸
安
全
調
査
官
及
び
安
全
防
災
対
策
官
」
に
改

め
、
同
条
第

一
項
中

「
一
人
及
び
運
輸
安
全
調
査
官
」
を

「
二
人
、
運
輸
安
全
調
査
官
及
び
安
全
防
災
対
策
官

一
人
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
中

「企
画
調
整
官
」
の
下
に

「
の
う
ち

一
人
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
企
画
調
整
官
の
う
ち

一
人
は
、
命
を
受
け
て
、
危
機
管
理
官
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
つ
い
て
の

企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
も
の
を
助
け
る
。

第
十

一
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７
　
安
全
防
災
対
策
官
は
、
命
を
受
け
て
い
運
輸
安
全
監
理
官
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
う
ち
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務

に
関
す
る
放
射
性
物
質
の
運
搬
の
安
全
の
確
保
及
び
交
通
に
関
連
す
る
防
災
に
関
す
る
事
務
で
重
要
事
項
に
関
す
る

も
の
の
総
括
に
関
す
る
事
務
を
助
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
尺
土
地
収
用
管
理
室
及
び
交
通
安
全
対
策
室
ど
に
改
め
、
同
条
第

一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

ブ一
。
総
務
課
に
、
土
地
収
用
管
理
室
及
び
交
通
安
全
対
策
室
を
置
く
。

同籍針赫縣霧〓顎轍
「び麟征鍛銭馴「ど
「同爆麟卸瀬「印峰朔ヒ画難れド綱絲噸嘔瀬睦洞降籍舞標難れば

条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で
を
削
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を
沢
政
策
調
査
室
及
び
政
策
企
画
官
ご
に
改
め
、
同
条
第

一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

政
策
課
に
、
政
策
調
査
室
及
び
政
策
企
画
官
四
人

（う
ち
二
人
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て

充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）以
内
を
置
く
。

第
十
七
条
第
二
項
第

一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中

「
こ
と
」
の
下
に
沢
官
民
連
携
政
策
課
及
び
参
事
官
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

一
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
項
及

び
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
削
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中

「及
び
政
策
企
画
官
」
を
削
り
、
同
条
第

一
項
中

「及
び
政
策
企
画
官

一
人
」
を
削
り
、
同

条
第
四
項
を
削
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中

「並
び
に
国
土
環
境
政
策
企
画
官
」
を
削
り
、
同
条
第

一
項
中

「並
び
に
国
土
環
境
政
策
企

画
官
」
及
び

「そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「国
土
環
境
政
策
企
画
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
」
を

「交
通
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中

「国
土
環
境
政
策
企
画
官
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
」
を

「交
通
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（政
策
企
画
官
及
び
政
策
調
査
専
門
官
）

第
二
十
条
　
官
民
連
携
政
策
課
に
、
政
策
企
画
官
二
人
及
び
政
策
調
査
専
門
官
二
人

（う
ち

一
人
は
、
関
係
の
あ
る
他

の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）以
内
を
置
く
。

２
　
政
策
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
官
民
連
携
政
策
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立

案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
に
参
画
す
る
。

３
　
政
策
調
査
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
官
民
の
連
携
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
に

関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
う
ち
中
長
期
的
な
事
項
に
係
る
専
門
的
な
も
の
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
当
該
政
策
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
の
総
括
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

（物
流
環
境
政
策
室
並
び
に
国
際
物
流
政
策
企
画
調
整
官
、
物
流
渉
外
官
（
総
合
物
流
施
設
企
画
調
整
官
及
び
国
際

複
合
物
流
企
画
調
整
官
）

第
二
十

一
条
　
物
流
政
策
課
に
、
物
流
環
境
政
策
室
並
び
に
国
際
物
流
政
策
企
画
調
整
官
、
物
流
渉
外
官
、
総
合
物
流

施
設
企
画
調
整
官
及
び
国
際
複
合
物
流
企
画
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ

一
人
を
置
く
。

２
　
物
流
環
境
政
策
室
は
、
物
流
環
境

（貨
物
流
通
に
係
る
環
境
を
い
う
。）
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画

及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務

（政
策
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

３
　
物
流
環
境
政
策
室
に
、
室
長
を
置
ぐ
。

４
　
国
際
物
流
政
策
企
画
調
整
官
は
、
国
際
物
流

（国
際
的
に
行
わ
れ
る
貨
物
流
通
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
効
率
化
、
円
滑
化
及
び
適
正
化
に
関
す
る
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
係
る
事
務
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及

び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務

（政
策
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
ぐ
。）
を
つ
か
さ
ど
る
。

５
　
物
流
渉
外
官
は
、
国
際
物
流
に
関
す
る
国
際
機
関
及
び
外
国
の
行
政
機
関
そ
の
他
の
外
国
の
関
係
者
と
の
連
絡
調

整
に
関
す
る
事
務

（他
局
及
び
政
策
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

６
　
総
合
物
流
施
設
企
画
調
整
官
は
、
物
流
施
設

（倉
庫
、
貨
物
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
そ
の
他
の
貨
物
流
通
に
関
す
る

施
設
を
い
う
。）
に
係
る
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務

（他
局

及
び
政
策
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）
を
つ
か
さ
ど
る
。

７
　
国
際
複
合
物
流
企
画
調
整
官
は
、
貨
物
利
用
運
送
事
業
に
係
る
国
際
複
合

一
貫
輸
送

（本
邦
と
外
国
と
の
間
の
貨

物
の
輸
送
で
あ
っ
て
、
異
な
る
二
以
上
の
種
類
の
運
送
機
関
に
よ
り

一
貫
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
推
進
に

関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（施
工
安
全
企
画
室
及
び
環
境

・
リ
サ
イ
ク
ル
企
画
室
並
び
に
調
整
官
、
事
業
総
括
調
整
官
及
び
交
流
連
携
事
業
調

整
官
）

第
二
十
二
条
　
公
共
事
業
企
画
調
整
課
に
、
施
工
安
全
企
画
室
及
び
環
境

ｏ
リ
サ
イ
ク
ル
企
画
室
並
び
に
調
整
官
四
人

以
内
並
び
に
事
業
総
括
調
整
官
及
び
交
流
連
携
事
業
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ

一
人
を
置
く
。

２
　
施
工
安
全
企
画
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一　
直
轄
事
業
の
施
工
方
法

（安
全
の
確
保
に
関
す
る
二
以
上
の
部
局
に
共
通
す
る
も
の
に
限
る
。）
に
関
す
る
企
画

及
び
立
案
、
調
整
並
び
に
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

一
一　
直
轄
事
業
に
係
る
建
設
工
事
用
機
械
の
整
備
及
び
運
用

（二
以
上
の
部
局
に
共
通
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す

る
こ
と
。
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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
九
号

薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

儡
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
一

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

檄
ニチ
ニプ
リ
ンゴ
酸

ル
フ
イ
ナ
ミ
ド

医
薬
品
の
名
称
　
　
婿
雑
難
れ
る
効
能
、
効
果
又
は

ｒＶａｅｓ・‐ｅａｇザ‐ｕｆｃａｅ　ｍｍ晦，い̈
喘臓職』瞬型

権
軸雌備維症
にお
け
る肺機

斃
体麗
をす
覆
繁

痴
治切輸不能
な麻
内分
泌
腫

Ｌ

ｅ

ｎ

ｎ

ｏ

ｘ
ｌ

Ｃ

ａ

ｓ

ｔ

ａ

の作ぉｕ併‥こ‐ナｔ時動申朧砕麟幽搬霧雛
第
七
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

一項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。厚
生
労
働
大
臣

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

Ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｅ
　
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｅ
ｎ

ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
　
Ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
ａ
Ｐ
ｉ
ｅ
ｓ
，

Ｉ

ｎ
ｃ
．

７
０
０
　
Ｍ

ａ
ｉ

ｎ
　
Ｓ

Ｍｔ
Ａｒ
ｅ
Ｏｅ
２ｔ
筆

菫

ｇ
ｅ

醜瑚製謀琳試
一会議
　東京都北区浮

猷硼麒橘
轟
蹴試醸
千東錬孵

膨や
イが
ヨ琳試験世
二額錬瑯渋谷

に
引げ
財琳試絵罰十顎
京都政京区

ンフ胞 BVル
墓き

ずi:
チン細

トフド

目
二
十
三
号
）
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
六
十

一
条
の
三
第
二
項
の
規
定

諄
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

杯
険
法
第
五
十

一
条
の
三
第
二
項
第

一
号
及
び
第
六
十

一
条
の
三
第
二
項
第

一
号

師時
特
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

響
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

瞑保
険
法
第
五
十

一
条
の
三
第
二
項
第

一
号
及
び
第
六
十

一
条
の
三
第
二
項
第

一

」度
額
の
臨
時
特
例

い二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発

生ヽ
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税

一十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等

（以
下

「手
・

一者

（手
当
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

一受
け
た
も
の
を
含
む
。）
の
う
ち
、
そ
の

一受
け
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
七
月

一平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五

″る
食
費
の
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

こ第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度

一示
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
定
め
る

の
は

「第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「

の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
け

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て

十
二
年
度
」
と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」
と
、
同
表
三
の

あ
る
の
は

「第
八
十
三
条
の
五
第
四
号
イ
中
「特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
□

ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

予防
　‐ィッフル
エンザ
つ　賦和標螺駐麟鍬嘱畦一日
一大漸
一府駄 希

少
疾
病
用
医
薬

細
川
　
律
夫

指
定
年
月
日

軒賊仁計
距年

秤賊仁叶
三年

秤賊仁計三年

秤翌
駐
４

秤
賊仁叶
三年

秤
賊仁計
三年

一̈一師［軸̈
］］　　　　　嘲　州制時』離鍋

一「蜘書“簑］脚綺『一［̈轟嚇一時限第一』̈
工咄に

報
度
額
告
示
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
額
が
、
色

之
あ
る
の
は

「第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
中

「特
定
介
護
サ

チ
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日
の
属
す

る
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
庁

号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」
と
、「第
八
十
三
条
の
五
第
四
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定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六

月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
り
、
及
び

「当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前

年

（当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と

あ
る
の
を

「平
成
二
十

一
年
」
と
、
同
号
口
中

「合
計
額
」
と
あ
る
の
を

「合
計
額
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に

お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及

び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等
の

額
を
控
除
し
た
額
」
と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
に
」
と
、
「第
八
十
二
条
の
五
第
四
号
イ
」
と
あ
る

の
は

「第
八
十
三
条
の
五
第
四
号
イ
中

「特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（特
定
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
り
、
及
び

「当
該
特
定
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六

月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご

と
あ
る
の
を

「平
成
二
十

一
年
」
と
読
み
替
え
て
同
号
イ
を
適
用
す
る
場

合
の
同
号
イ
」
と
、
同
表
二
の
項
中

「第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
」
と
あ
る
の
は

「第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「特

定
介
護
サ
ー
ビ
ス

（法
第
五
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る

日
の
属
す
る
年
度
（当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

前
年
度
ご
と
あ
る
の
を

「平
成
二
十
二
年
度
」
と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」
と
、「特
定
介
護
サ
ー

ビ
ス
（法
第
五
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。以
下
同
じ
。）
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス

（法
第
六
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日
の
属

す
る
年
の
前
年

（特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま

で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
り
、
及
び

「当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
る
の
は

「平
成
二
十

一
年
」
と
、
同
表
第
二
の
項
中

「第

八
十
三
条
の
五
第

一
号
」
と
あ
る
の
は

「第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス

（法
第
五
十

一
条
の
三

第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
度

（当
該
特
定
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
ご
と
あ
る
の
を

「平
成
二
十
二

年
度
」
と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
負
担
限
度
額
告
示
の
規
定
に

よ
り
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
負
担
限
度
額
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
額
と
す
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
二
号

介
護
保
険
法
施
行
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
四

月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の

介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第

一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定
負
担
限
度
額
の
臨
時
特
例
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第

一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定
負
担
限
度

額
の
臨
時
特
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発

生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等

（以
下

「手

当
金
等
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
た
者

（手
当
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
と
同
一
の
世

帯
に
属
す
る
者
が
手
当
金
等
の
交
付
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。）
の
う
ち
、
そ
の
交
付

（当
該
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

に
係
る
手
当
金
等
の
交
付
を
含
む
。）を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
七
月
一
日
か
ら
翌
々
年
の
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
に
係
る
介
護
保
険
法
施
行
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
第

一
号
に
規
定
す

る
食
費
の
特
定
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第

一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定

負
担
限
度
額

（平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
七
号
。
以
下

「特
定
負
担
限
度
額
告
示
」
と
い
う
。）
の
規
定

に
よ
り
定
め
る
額
が
、
特
定
負
担
限
度
額
告
示
表

一
の
項
中

「準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
」
と
あ

る
の
は

「読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

（法
第
四

十
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
け
る
日
．の
属
す
る
年

度

（当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前

年
度
ご
と
あ
る
の
を

「平
成
二
十
二
年
度
」
と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」
と
、
同
表
三
の
項
中
「準

用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第
四
号
」
と
あ
る
の
は

「読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

四
号
イ
申

「指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
り
、
及
び

「当
該
指
定
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
る
の
を

「平
成
二
十

一
年
」
と
、
同
号
口
中

「合
計
額
」

艇
』
熊
”
費
る「綸
昴
哺
動
装
評
割
‐こ
′
二
叶
に
群
州
醐
椒
辮
敗
齢
浄
燎
麟
姓
師
雌
惚
腱
馘
離
如
翻
激
律‐こ

（
起
報
れ
〓
性
一
牡
溝

律
第
五
十
号
）
第

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等
の
額
を
控
除
し
た
額
」
と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合

の
同
口ご

と
、
「同
号
イ
」
と
あ
る
の
は

「同
号
イ
中

「指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
旧
の
属
す
る
年
の
前

年
（指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、前
々
年
ご

と
あ
り
、
及
び

「当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
る
の
を

「平
成
二

十

一
年
」
と
読
み
替
え
で
同
号
イ
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
イ
」
と
、
同
表
四
の
項
中

「準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十

三
条
の
五
第

一
号
」
と
あ
る
の
は

「読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「指
定
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス

（法
第
四
十
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
度

（当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
と
と
あ
る
の
を

「平
成
二
十
二
年
度
」と
読
み
替
え
て
同
号
を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」

と
、
「指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
同
法
第
八
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

入
所
者
生
活
介
護
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

（同
法
第
四
十
八
条
第

一
項
第

一
号
に

規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年

（指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
前
々
年
ご
と
あ
り
、
及
び

「当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日

の
属
す
る
年
の
前
年

（当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る

月
が

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
ご
と
あ
る
の
は

「平
成
二
十

一
年
」
と
、
同
表
六
の
項
中
「準

用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
」
と
あ
る
の
は

「読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

（法
第
四
十
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
度

（当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る

月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
ご
と
あ
る
の
を

「平
成
二
十
二
年
度
一
と
読
み
替
え
て
同
号

を
適
用
す
る
場
合
の
同
号
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
特
定
負
担
限
度
額
告
示
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
額
を
超
え

る
と
き
は
、
特
定
負
担
限
度
額
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
額
と
す
る
。

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
三
号

介
護
保
険
法
施
行
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
四

月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の

介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額
の
臨
時
特
例
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川

律
夫

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限

度
額
の
臨
時
特
例

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発

生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等

（以
下

「手

当
金
等
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
た
者

（手
当
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
と
同

一
の
世

帯
に
属
す
る
者
が
手
当
金
等
の
交
付
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。）
の
う
ち
、
そ
の
交
付

（当
該
同

一
の
世
帯
に
属
す
る
者

に
係
る
手
当
金
等
の
交
付
を
含
む
。）
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
七
月

一
日
か
ら
翌
々
年
の
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
に
係
る
介
護
保
険
法
施
行
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す

る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

特
定
負
担
限
度
額

（平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
八
号
。
以
下

「特
定
負
担
限
度
額
告
示
｝
と
い
う
。）
の

規
定
に
よ
り
定
め
る
額
が
、
特
定
負
担
限
度
額
告
示
表

一
の
項
中

「準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
」

と
あ
る
の
は

「読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第

一
号
中

「指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

（法

第
四
十
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
け
る
日
の
属
す



姉

四々
年
ご
と
あ
り
、
及
び

「当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

黎
一確
愛
権
譴
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○
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
六
号

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣
　
大
畠
　
二早
宏

一
次
に
掲
げ
る
告
示
の
規
定
中

「国
土
計
画
局
」
を
削
る
。
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堪
崎
ン
け呵
り
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諄
瀬
粧
‥び‐醜
…査‐副
鋼
ぼ
爛
、．ｉ一
自‘動
車
検
査
フ
アイ
ル
の検
査
記
録
事
項並
び
に

■
稀自霧
塾
男
Ｚ
，レの鍵
靴請
猾
勇
路請
Ψ
霧
囲勁滞
■
一

に』
二拍鋤膊畦繊
ン″％リ
ノの澄綴諄
顕一ビ‐検．…査翻
‐録．日
「、、‐軽‘自動
車検̈
督
万巧雀
ル
の検査
記録事
項並
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νψめ城確
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け偽
蟹昨
引
に剛
「
御部利
用乳慮一
知“
鴎聟嫡
団鶴
制莉

一第
千
六
百
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改‐
■
■
が
ぃ　
‐
‘
‘
―

「
―
―
「
，
１
テ

′二
月

一　
第
に
条
胸

「国
卜
料
闘
雌
珊
聾
掛
料
襴
コ
」
を

「
国
卜
料
商
雌
ｍ
思
掛
コ
」
に
改
め
る
。

一
こ
の
告
示
は
、
公
布
Э
日
い
ら
施
〒
井
５
ｏ

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

０
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
八
号

一晰
控
議
馳
晴
瑚
利
は
昭
抑
に
計
批
蓄
鑓
輸
嗜
玲
悌
瓶
叶
吠
愕
一
悌
二
百
仇
探
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空

昨瑚
鋭略
供
寸
る場所
を定
め
る告
示
（‐昭和‥一＝
七争
Ｌ孵
が
割
た第
３酵
コｔ
ａ「〓「一卿弓
罰
れ婦
∝議う
商製

正
す
る
。

一　
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

一別
表
第

一
下
地
島
空
港
事
務
所
の
項
中

一
，
附

則

］０．．ヽ睡切鮎断飢Ｆ評翻仁計仁解乳月
一

〓「昔和賠群Ｅ瑞ヨ　　一

け疏
避
蹴
鏑
略
競
ｍ
‥（…珊
¶
一
汁
出
昨
薩
＞輸
措
冷
携
嘔
叶
状
号
Ｙ
悌
二
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
空
港
事
務

漸叡報確需一議一」「管
に一降瀞回
＞の‐届廿輩
に＝“びＴ解な御舞廟醐夢創
枷醐輌
燕達昨穫
四罷騨鍔副

・・
輸
省

，告
示
悌
三
百
十
四
号
）
の
一
部
石
如
の‐
夏
テ
ぼ
珈
日
，
多
ｏ．

一　
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

一表
下
地
島
空
港
事
務
所
の
項
を
削
り
、
表
奄
美
空
港
出
張
所
の
項
の
次
に
次
の
却
姓
―こ交
施
縁
組
。
大
畠
　
二早
宏

一
こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

「
下
地
島
空
港

事
務
所
」
を

「
下
地
島
知
浸
崚
爾
献
「

に
妖
鵜
る
鯖
宏

日
か
ら
施
行
す

る
。
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